
このたびはサウンドルックCDステレオラジカセを
お買い上げいただき、まことにありがとうございます。
正しくご使用いただくために、ご使用前に必ずこの
取扱説明書をお読みください。
なお、お読みになられたあとも、保証書とともにお
使いになる方がいつでも見られるところに大切に
保管してください。
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改造はしない
修理技術者以外の人は分解したり修理をしない
　事故やケガの原因となります。
　修理はお買い上げの販売店または小泉成器株式会社
　｢修理センター｣にご相談ください。





●　CD-R/RWの場合は、CD-DA（Compact Disc Audio）フォーマットで記憶されたディスク（ファイナライズされたもの※）を
　再生することができます。ただし、ディスクおよび記録に使用したレコーダーの状態によっては再生できない場合があります。
　※音楽用CD-R/RW再生対応機器で再生できるように処理すること。
●　コピーコントロールCDやCD規格外の特殊形状ディスクを使用される場合、再生・音質の保証はしかねます。

●CDの種類

●CDの取り扱い

ご注意
円形以外（ハート型など特殊形状）のディスク、ひびやそりのあるディスクは絶対に使用しないでください。

CDについて

※記録面に触れないように、
　CDの端を持ってください。

※再生面やラベル面に、紙やテープなどを
　貼らないでください。またラベルがはが
　れたCDは使用しないでください。

※CDに指紋や汚れが付いたときは、
　やわらかい布などで、中心から端
　へとふき取ってください。

ラベル面

記憶面

●　　　　　マークの入ったディスクをご使用ください。

付属の電源コードは
SAD-4928専用です。
他の製品には使用し
ないでください。

●　乾電池の交換目安
　ＣＤやテープが正常に動作しない・音が小さい・雑音が多いときは
　乾電池の取替え時期です。
　新しい乾電池と取り替えてください。

乾電池で使用するときはAC INジャック
から電源コードを抜いてください。
電源プラグが接続されていると、乾電池
では使えません。

ご注意
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（型番：SAD-M3）

品名／型番

無料修理
保証期間

対 　 象 　 部 　 分 期間 （お買い上げ日より）

★印欄に記入のない場合は無効となりますので、必ずご確認ください。

本　社　〒541-0051　大阪市中央区備後町3丁目3番7号　TEL06（6262）3561

本　体

様

1年

お買い上げ年月日

お 名 前

ご 住 所

年　　　　　　　 月                      日

TEL （　　　）

保　証　書 持込修理

お  

客  

様

販  

売  

店

本書は、本書記載内容（裏面）で無料修
理を行うことをお約束するものです。
お買い上げの日から、左記期間中故障
が発生した場合は、本書をご提示の上、
お買い上げの販売店に修理をご依頼し
てください。

必ず全項目をご記入、ご捺印の上、お客
様にお渡しください。

販売店の皆様へのお願い

ご記入いただいたお客様の個人情報は、保証期間内のサービス
活動及びその後の安全点検活動のために記載内容を利用させ
て頂く場合がございますのでご了承ください。

お客様の個人情報のお取り扱いについて

サウンドルック・CDステレオラジカセ ／ SAD-4928

このたびはサウンドルックCDステレオラジカセを
お買い上げいただき、まことにありがとうございます。
正しくご使用いただくために、ご使用前に必ずこの
取扱説明書をお読みください。
なお、お読みになられたあとも、保証書とともにお
使いになる方がいつでも見られるところに大切に
保管してください。
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5 音量ダイヤルで音量を調節する。 5





ラジオを切る 「ファンクション」スイッチを
［テープ　　　 ］にする。

FMステレオ放送で
雑音が多い場合

「バンド」スイッチで［FM］に切り換える。

ラジオをきれいな音でお楽しみになるには、なるべく窓ぎわの電波の届きやすいところに置いてご使用ください。

本体を動かし、もっとも良く聴こえるところに設置して
ください。
（アンテナは本体内蔵）

●AM放送の場合 ●FM放送の場合
ロッドアンテナを伸ばし、最も良く聴こえる方向に向け
てください。

ステレオになりませんが、聴こえやすくなる
ことがあります。（ ）

設置場所について

4 音量ダイヤルで音量を調節する。

4



｢ファンクション｣スイッチを｢テープ 電源切 ｣
にする。

テープ操作部の｢聴く(◀)｣ボタンを押す。

1

2

3
4 音量ダイヤルで音量を調節する。

テープ操作部の｢止める/取り出す(　 )｣ボタ
ンを押し、カセットホルダーを開き、カセ
ットを入れてカセットホルダーを閉める。

4

ご注意
｢すすめる（◀◀）｣ボタン、または｢もどす（▶▶）｣ボタンで
テープが最後まで巻き取られたら｢止める/取り出す
（　  ）｣ボタンを押して解除してください。

ご注意
カセットテープ自体の回転が重たい場合にはデッキの
ピンチローラーにテープが絡む場合がありますので次
のような時にはご注意ください。
・カセットテープケースに歪みや変形がある場合
・長年の使用でテープが劣化し、テープに波打ち伸び
　がある場合
・寒い部屋から急に暖かい部屋に持ち込んだためテー
　プ全体に結露した場合
・テープがひどく汚れ回転が重い場合など

すすめる（もどす）中に「聴く（◀）」ボタンを押さないでく
ださい。 必ず｢止める/取り出す（　  ）｣ボタンを押して
解除してください。

90分（片面45分）を超えるテープの使用はおやめ
ください。 他のテープに比べ非常に薄いため、伸び
たり、回転部分に巻き込まれやすくなります。







乾いた布でふいてください。
汚れがひどいときは、水か、薄めた中性洗剤を布
に含ませ、よくしぼってから拭いてください。
その後、から拭きしてください。

ご注意
ベンジンやアルコール、シンナーなど
ではふかないでください。
本体をいためる原因となります。

ヘッド部にごみやほこりなどが付着
すると音質劣化を招きます。市販の
綿棒や柔らかい布にアルコールを
軽く含ませて、各ヘッドを月に1～2
回掃除してください。

ヘッド部の掃除

●マイク　SAD-M3仕様

質量　　　　　約2.2Kg （乾電池を除く）



乾電池は正しい方向で入っていますか？ 乾電池の + － を確かめてください。
電源が入らない。

テープの向きは正しいですか？ テープを正しく入れてください。カセットテープが入らない。

電源コードが抜けていませんか？

乾電池が消耗していませんか？

CDの表裏を間違えていませんか？

レンズが汚れていませんか？

レンズに霧や水滴がついていませんか？

CDが汚れていませんか？

強い振動を与えていませんか？

CDがひどく汚れていませんか？

CDに大きな傷はありませんか？

乾電池が消耗していませんか？

ファイナライズ処理(通常のCDプレイヤーで再生できるようにする処理)をされてい
ないCD-R/CD-RWディスクは再生できません。

CD-R/CD-RWでは、ディスクや記録
に使用したレコーダーの状態によって
再生できない場合があります。

確実に差し込んでください。

乾電池が古くなっていませんか？ 新しい乾電池をご使用ください。

テープの回転ムラがある。

巻きとりムラができていませんか？ テープを全部巻き直してみてください。

テープがたるんでいませんか？ テープのたるみを直してからカセット
テープを入れてください。

LINE IN端子、ヘッドホン端子にコード
が差し込まれていませんか？ コードを抜いてください。音が出ない。

ヘッド部が汚れていませんか？ 市販の綿棒や柔らかい布でヘッド部を定
期的に掃除してください。(P. 13参照)テープの再生音が悪い。

ハイポジション、メタルポジションテー
プを使っていませんか？

ノーマルポジションテープを使用してく
ださい。テープの再生音が歪む。

ピンチローラーやキャプスタンが汚れ
ていませんか？

市販の綿棒や柔らかい布を使って、ピン
チローラー・キャプスタンを掃除してく
ださい。(P. 13参照)テープが巻きつく。

テープがたるんでいませんか？ テープのたるみを直してからカセット
テープを入れてください。

消去ヘッドが汚れていませんか？ 市販の綿棒や柔らかい布で掃除してく
ださい。(P. 13参照)

前の録音が消えない。
ハイポジション、メタルポジションテー
プを使っていませんか？

ノーマルポジションテープを使用してく
ださい。

カセットの誤消去防止用ツメが折れて
いませんか？

ツメの折れていないカセットを使うか、接
着テープなどで穴をふさいでください。

｢録る｣ボタンが押しこめ
ない。

新しい乾電池と交換してください。

CDの演奏が始まらない。

ラベル面を上にしてください。

お手入れのしかたを参考にクリーニング
してください。（P. 13参照）

CDを取り出してCDぶたを開け、1時間
程置いてください。

汚れを落としてください。

振動を与えないでください。

CDの音が飛ぶ。
汚れを落としてください。

CDを替えて試してください。

新しい乾電池と交換してください。

ディスクを替えて試してください。

症　状 チェックポイント 処置のしかた

CDが入っているのに
「　　」と表示する。



1. 保証書
　● 保証書は別途添付されています。
　　 保証書はお買い上げの販売店で「販売店名・お買い上げ日」などの記入をご確認のうえ、内容をよくお
　　 読みの後、大切に保管してください。保証期間はお買い上げ日より1年間です。
2. 修理を依頼されるとき
　● 保証期間中は
　　 商品に保証書を添えてお買い上げの販売店にご持参ください。保証の記載内容により無料修理いたします。
　● 保証期間が過ぎているときは
　　 お買い上げの販売店にご相談ください。修理により使用できる場合は、お客様のご要望により有料修理
　　 いたします。
3. 補修用性能部品の保有期間
　● CDステレオラジカセの補修用性能部品の保有期間は製造打切後6年です。
　　 補修用性能部品とはその製品の機能を維持するために必要な部品です。
4. アフターサービスについてご不明の場合
　● アフターサービスについてご不明の場合には、お買い上げの販売店か、保証書に記載の小泉成器株式会社
　　「修理センター」にお問い合わせください。

★4D

2014年4月現在（所在地、電話番号などについては変更
がある場合がありますので、その節はご容赦願います。）


